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言語 B 継続学習促進の取り組み

　大学に入ってから学ぶ言語 B −ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・朝鮮語−では、言葉を通して世界各
地の文化・社会への興味・関心を深め、1 年次必修科目の学習を終えた後に、継続して学習したいという気持ちを育
むため、2016 年度から継続して「世界を知ろう！」企画を展開しています。
　言葉は思いや考えを形にしたもの。話者の思いや状況により、同じ言葉でも響きは異なります。実際に使われる生
きた言葉に触れ、意味だけではなく、それが纏う心をも受け取れるようになれたら…言語 B の各言語教育研究室では、
各々の言語及びその言語の文化圏の特性を生かした企画を工夫しています。

〈過去の実施企画一覧〉
言語 企画内容 上映作品あるいはテーマ

ドイツ語 映画上映・解説 2016『善き人のためのソナタ』（原題：Das Leben der Anderen）
フロリアン・ヘンケル・フォン・ドナースマルク監督

2017『辛口ソースのハンス一丁』（原題：Einmal Hans mit scharfer Soße）
ブケット・アラクシュ監督

フランス語 映画上映・解説 2016『屋根裏部屋のマリアたち』（原題：Les femmes du 6ème étage）
フィリップ・ル　ゲイ監督

2017『パリ 20 区、僕たちのクラス』（原題：Entre les murs）
ロラン・カンテ監督

2018『ル・アーブルの靴みがき』（原題：Le Havre）
アキ・カウリスマキ監督

スペイン語 映画上映・解説 2017『オリーブの樹は呼んでいる』（原題：El olivo）
イシアル・ボジャイン監督

2018『料理人　ガストン・アクリオ』（原題：Buscando a Gastón）
パトリシア・ペレス監督

中国語 映画上映・解説（2016・2017）
ドキュメンタリー番組放映・
制作ディレクター講演（2018）

2016『罪の手ざわり』（原題『天注定』）賈樟柯監督・脚本
2017『唐山大地震』馮小剛監督・脚本
2018 NONFIX『万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情』関強ディレクター

朝鮮語 韓国留学生との交流会 2016 テーマ「教科書から何を学びましたか」「韓国の人の思いを知ろう」
2017 テーマ「どんなマンガが好きですか」
　　　　　　「韓国の学生はどうして英語ができるのですか」
2018 テーマ「格差・貧困問題を考える」
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～「学ぶ」から「使う」「理解する」へ～
全学共通カリキュラム運営センター言語系科目構想・運営チームリーダー

異文化コミュニケーション学部教授
細井 尚子

本登録者対象

Q グローバル教養副専攻に
　 本登録した理由は何ですか？

未登録者、仮登録者対象

Q  「グローバル教養副専攻」という
　  制度を聞いたことがあるか？

●体系的なプログラムとなっていて履修計
画を立てやすい。

●選択した分野に関して学び続けようとい
うモチベーションができた。

●ゼミの研究に応用可能な社会調査の技法
や分析手法を学ぶことができ、卒業論文
等の執筆にも役立てることができそう。

学生の声

本登録していない学生でも「グローバル教養
副専攻」という名称は聞いたことがある学生
が多いようです。さらに、制度も理解している
学生も多いが、海外体験や修了要件のハード
ルの高さや、他の学習や活動に時間を割きた
いという理由から、本登録を見送っていること
が推察されます。
また、広報・情報発信の改善を求める声も多
数ありました。

Q グローバル教養副専攻での学びに
　 ついて満足度を教えてください。

昨年度より15%多い学生が「満足している」、「や
や満足している」と回答しています。
本登録者は、副専攻の特徴を理解したうえで、
本登録し、学びを深めている様子がうかがえま
す。一方、それが不満にも直結していることが
学生の声から見受けられます。

良かった点

●抽選科目の抽選に落ちて、修了に必要な
科目が履修できなかった。

●履修する必要のある科目の表が分かりに
くい。どの授業がグローバル教養副専攻
に属しているのかが分からない。

困った点

●自分の取りたい講義を取った感じで、あ
まり副専攻という認識がない。

その他の意見

●いつ登録できるものなのかよく分からなかった。
●海外体験の負担（経済的、経済的負担以外）が高いと感じた。
●修了要件単位数のハードルが高いと感じた。
●他の学習や活動等に時間を割きたかった。
●登録したいコース・テーマがなかった。
●メリットが感じられない。各コースの特徴が分かりづらい

学生の声
本登録をしなかった理由

●説明会の開催時期や、パンフレットの配布時期を見直した
ほうがいい。

●登録している学生の生の声が聞きたい。

その他の意見

聞いたことがない：6%
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94%
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　2 0 2 2年 3 月にグローバル教養副専攻の認知度調査ならびに課題発見のためにアンケートを実施しました。そ
の結果をご報告します。

■調査概要
対 象 者／2 0 2 1年度グローバル教養副専攻対象者（2 0 2 1年度の 1 ～ 4 年次生）計1 4 , 6 8 7名
実施期間／2 0 2 2年 3 月 4 日～ 3 月3 1日
実施方法／Googleフォームによるインターネット調査（SPIRITメールにて案内）
回 答 数／計1 4 6人（本登録者6 9人、未登録者・仮登録者7 7人）

グローバル教養副専攻に関するアンケート調査結果
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　スペイン語
スペイン語教育研究室主任　飯島 みどり

　幸か不幸か広大なスペイン語圏。日本語社会が陥りがちな「言語＝民族＝国家」観から自由になり、世界の複雑さ
を学ぶのにうってつけの存在である。ただ近年、地理・歴史・音楽・美術などの分野を通じて高校時代までにこの世
界と親しむ機会は減っているのではないか。サッカー好きの関心も内向きのきらいが見える。
　そこで 2018 年度、スペイン語教育研究室はペルー出身の料

シェフ

理人ガストン・アクリオに光を当てる記録映画を両キャ
ンパスで上映した。食という人間誰しも避けて通れない営みからスペイン語圏と世界の豊かさ
に触れてほしいと考えたわけである。何年か前のことだが、キムチをよく食べるはずの学生が
唐辛子を知らないというので驚いた筆者の経験も背景にある。自分の口に入るものを知ること
は自分の身を守ることでもあるだろう。
　残念ながら、純然たる「スペイン映画」を上映した前年より参加学生数はやや絞られたが、
池袋では上映後ペルー人留学生に補足をしてもらい活発な質疑のひとときを持てた。また新座
では、食文化の講義で紹介された、とスペイン語を履修しない学生も来てくれた。もちろん大
歓迎。ベンガクやタンイを離れ、生活の場から「ことば」への接近を図れる機会を目指したい。

　中国語
中国語教育研究室主任　細井 尚子

　大学入学後に発音から学ぶ初習言語は、どうしてもテキストを中心に学習が進む。すでに学生が日々の生活の中で
中国語母語話者と出会う機会は少なくはないのだが、それでも自分たちが学んでいる中国語を使う人々の暮らしや考
え方などを知識としてのみならず、感覚でも受け取れる機会は多くはない。中国語教育研究室では継続学習促進企画
である「世界を知ろう！」を、言葉の向こうにいる人々・ある世界を知る機会として活用したいと考えた。
　初年度の『罪の手ざわり』（原題『天注定』賈樟柯監督・脚本 /2013 年）は、優れた作品な
のだが「恐い国ですね」という感想があり、中国について理解が浅い学生にとってはやや不親
切な選択であったと反省、二年目はヒューマンなものをと『唐山大地震』（馮小剛監督・脚本
/2010年）を上映した。初年度よりは受け入れやすかったようだが、古い・重いという声もあり、
3年目には現在の中国を描いたドキュメンタリー作品「万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情」
の上映とディレクターの関強氏、本学兼任講師の秋山珠子氏のトークを行った。アンケートか
ら見ると、3年目にしてようやく「ねらい」に合った形を作れたようである。

　朝鮮語
朝鮮語教育研究室主任　石坂 浩一

　朝鮮語では２０１６年度から「韓国留学生と語ろう」、通称「留学生と語る会」を１年に１，２回、「世界を知ろう！」
の企画として行なっている。韓国の留学生と出会う場はいくつかあろうが、何かテーマをもって話す場は意外にない
ように思われる。そこで、日本人学生の卒論テーマに合わせ、「韓国の学生はどうして英語ができるのですか？」「ど
んなマンガが好きですか？」などをテーマにして話し合った。いちばん最近の 2018 年 11 月
27 日には第５回として「格差・貧困問題を考える」をテーマに、今回は新座の大学院に在籍
する韓国人留学生が発題をした。硬いテーマにもかかわらず、活発な議論ができた。毎回参
加者は 20人前後と多くはないが、朝鮮語を学習する学生も未履修の学生もいて、留学生と話
す機会があまりないという学生たちが集まることで意味のある場になっているのではないか
と思う。なお、新座キャンパスでは朝鮮語教育研究室のバックアップで週に１回、韓国人留
学生とランチタイムに対話をする会も日常的に行なっている。より日常的で開かれた場を通
じて、日韓が一層近くなり、言葉を身に付ける学生が増えるように努力していきたい。

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／中国語教育研究室

言語 継続学習促進企画「世界を知ろう！」（中国語）

「万家灯火－ボクが見た中国・結婚事情」
上映と監督関強氏の講演

フジテレビのドキュメンタリー番組
「ボクが見た中国」シリーズのディレクター

関強氏

対談者・本学兼任講師 秋山珠子氏

ボクは日本でたくさん友達ができた。
でも本当は、皆中国のこと、好きではないでしょう？

そしてあまり知らないでしょう？
そんな日本の友達にボクの見た中国を見てもらいたくなりました。
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Buscando 

この映画は、ただの料理人の	

お話ではありません。	食の力

で変革を遂げる、	ひとつの国

の物語なのです。（上映79分）	
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ガストン・アクリオ 料理人 

新座 2018 年 10 月 11 日（木）16:40	N232 教室	

池袋 2018 年 10 月 12 日（金）18:30	1202 教室	

無料 無料

入場 

全学共通科⽬/全学共通 

世界を知ろう! 
スペイン語映画上映会 

¡Un viaje por Perú a 
través de su gastronomía! 

カリキュラム⾔語B連続企画 

主催：全学共通カリキュラム運営センター/スペイン語教育研究室 
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各言語の取り組み紹介

　ドイツ語
ドイツ語教育研究室主任　新野 守広

　多くの移民・難民を迎えた 21世紀のヨーロッパは日々刻々変化しています。EUを担ってきたドイツも、今、変貌
の時を迎えています。こうしたドイツの生の姿を学生に伝えるために、2016 年度と 2017 年度にそれぞれ以下の映
画の上映会を行いました。
・2016 年度『善き人のためのソナタ』
1989 年にベルリンの壁が崩壊し、東西に分断されていたドイツは再び一つになりましたが、分断の傷跡は今でも多
くの人々の心に残っています。冷戦時代の東ドイツでの諜報活動の実態を描いた 2006 年の本映画は、ドイツのみ
ならず、世界中の人々の心を打ち、第 79回アカデミー賞外国語映画賞を受賞しました。
・2017 年度『辛口ソースのハンス一丁』
世代交代の進むトルコ系移民の若い世代が、恋愛・家族・キャリアなどの人生のステップご
とに直面するドイツ社会での生きづらさや複雑さをコメディ・タッチで描いた 2013 年の本
映画は、複数の文化を生きる人々の豊かさを訴えました。
　ドイツ語圏の国々の等身大の姿を伝えられるように、今後も素敵な作品を紹介していこう
と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5 号館 3 階 5301 教室／新座：2 号館 2 階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR
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TOPICS：グローバル教養副専攻　広報動画が完成しました！

　この度、グローバル教養副専攻の認知拡大と制度の理解度向上を目的
に広報動画を制作しました。動画の中では、制度内容や各コースの説明
だけでなく、登録方法や実際に本登録した学生の声も紹介しています。
　広報動画は、本学のYouTube公式チャンネルで公開しており、ホー
ムページやグローバル教養副専攻Webサイトからもご覧いただけます。
ぜひご覧ください。

グローバル教養副専攻　広報動画▶︎ 

学生インタビュー
本登録している学生 2 名にグローバル教養副専攻について語ってもらいました。インタビューのフルバージョン
は動画をぜひご覧ください。

唐鎌 光生さん
経営学部国際経営学科3年次（インタビュー当時）

〔選択テーマ〕Discipline Course　Data Science

●登録のきっかけ

最初のきっかけは友達から誘われたことだったのですが、一番の決め手と
なったのは「大学時代に何か１つでもチャレンジしてみよう」と思い切れたこ
とだと感じています。
●登録してよかったこと

一つ一つの授業は非常に充実していて、統計的な知識についてかなり学ぶ
ことができました。また、自分の学修成果を証明するものとして卒業時に
修了証が授与される点についても魅力を感じています。
●これから学ぶ人へ

グローバル教養副専攻は、登録することに対するリスクはないので、「リスクのない挑戦」だと捉えて勇気を持っ
て一歩踏み出してみてほしいと思います。

立元 莉菜さん
文学部文学科4年次（インタビュー当時）

〔選択テーマ〕Arts & Science Course　Global Humanity

●興味を持ったきっかけ・登録を決めた理由

友達と説明会に参加したり、パンフレットを読んだりする中で興味を持ち、
自分の興味のある授業を履修していけば修了できると分かり、登録を決め
ました。
●選択したテーマについて

「Global Humanity」というテーマを選択したのですが、英語で行われる授
業や日本の文化・世界の文化について学んできました。テーマに沿った授
業を取っていく中で、自分では絶対に履修しなかったと思うような授業に
出会うことができ、視野の広がりを感じました。また、学部・学科の枠を
超えて意欲の高い学生と出会うことができ、良い刺激になりました。
●これから学ぶ人へ

4 年間テーマに沿って授業を取ることで、思わぬ学びの広がりや、学びの継続の後押しとなることがあると思
うので、皆さんもぜひ登録してみてください。

カナダでの海外体験にて

フィリピンでの海外体験にて
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　スペイン語
スペイン語教育研究室主任　飯島 みどり

　幸か不幸か広大なスペイン語圏。日本語社会が陥りがちな「言語＝民族＝国家」観から自由になり、世界の複雑さ
を学ぶのにうってつけの存在である。ただ近年、地理・歴史・音楽・美術などの分野を通じて高校時代までにこの世
界と親しむ機会は減っているのではないか。サッカー好きの関心も内向きのきらいが見える。
　そこで 2018 年度、スペイン語教育研究室はペルー出身の料

シェフ

理人ガストン・アクリオに光を当てる記録映画を両キャ
ンパスで上映した。食という人間誰しも避けて通れない営みからスペイン語圏と世界の豊かさ
に触れてほしいと考えたわけである。何年か前のことだが、キムチをよく食べるはずの学生が
唐辛子を知らないというので驚いた筆者の経験も背景にある。自分の口に入るものを知ること
は自分の身を守ることでもあるだろう。
　残念ながら、純然たる「スペイン映画」を上映した前年より参加学生数はやや絞られたが、
池袋では上映後ペルー人留学生に補足をしてもらい活発な質疑のひとときを持てた。また新座
では、食文化の講義で紹介された、とスペイン語を履修しない学生も来てくれた。もちろん大
歓迎。ベンガクやタンイを離れ、生活の場から「ことば」への接近を図れる機会を目指したい。

　中国語
中国語教育研究室主任　細井 尚子

　大学入学後に発音から学ぶ初習言語は、どうしてもテキストを中心に学習が進む。すでに学生が日々の生活の中で
中国語母語話者と出会う機会は少なくはないのだが、それでも自分たちが学んでいる中国語を使う人々の暮らしや考
え方などを知識としてのみならず、感覚でも受け取れる機会は多くはない。中国語教育研究室では継続学習促進企画
である「世界を知ろう！」を、言葉の向こうにいる人々・ある世界を知る機会として活用したいと考えた。
　初年度の『罪の手ざわり』（原題『天注定』賈樟柯監督・脚本 /2013 年）は、優れた作品な
のだが「恐い国ですね」という感想があり、中国について理解が浅い学生にとってはやや不親
切な選択であったと反省、二年目はヒューマンなものをと『唐山大地震』（馮小剛監督・脚本
/2010年）を上映した。初年度よりは受け入れやすかったようだが、古い・重いという声もあり、
3年目には現在の中国を描いたドキュメンタリー作品「万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情」
の上映とディレクターの関強氏、本学兼任講師の秋山珠子氏のトークを行った。アンケートか
ら見ると、3年目にしてようやく「ねらい」に合った形を作れたようである。

　朝鮮語
朝鮮語教育研究室主任　石坂 浩一

　朝鮮語では２０１６年度から「韓国留学生と語ろう」、通称「留学生と語る会」を１年に１，２回、「世界を知ろう！」
の企画として行なっている。韓国の留学生と出会う場はいくつかあろうが、何かテーマをもって話す場は意外にない
ように思われる。そこで、日本人学生の卒論テーマに合わせ、「韓国の学生はどうして英語ができるのですか？」「ど
んなマンガが好きですか？」などをテーマにして話し合った。いちばん最近の 2018 年 11 月
27 日には第５回として「格差・貧困問題を考える」をテーマに、今回は新座の大学院に在籍
する韓国人留学生が発題をした。硬いテーマにもかかわらず、活発な議論ができた。毎回参
加者は 20人前後と多くはないが、朝鮮語を学習する学生も未履修の学生もいて、留学生と話
す機会があまりないという学生たちが集まることで意味のある場になっているのではないか
と思う。なお、新座キャンパスでは朝鮮語教育研究室のバックアップで週に１回、韓国人留
学生とランチタイムに対話をする会も日常的に行なっている。より日常的で開かれた場を通
じて、日韓が一層近くなり、言葉を身に付ける学生が増えるように努力していきたい。

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／中国語教育研究室

言語 継続学習促進企画「世界を知ろう！」（中国語）

「万家灯火－ボクが見た中国・結婚事情」
上映と監督関強氏の講演

フジテレビのドキュメンタリー番組
「ボクが見た中国」シリーズのディレクター

関強氏

対談者・本学兼任講師 秋山珠子氏

ボクは日本でたくさん友達ができた。
でも本当は、皆中国のこと、好きではないでしょう？

そしてあまり知らないでしょう？
そんな日本の友達にボクの見た中国を見てもらいたくなりました。
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この映画は、ただの料理人の	

お話ではありません。	食の力

で変革を遂げる、	ひとつの国

の物語なのです。（上映79分）	
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ガストン・アクリオ 料理人 

新座 2018 年 10 月 11 日（木）16:40	N232 教室	

池袋 2018 年 10 月 12 日（金）18:30	1202 教室	

無料 無料

入場 

全学共通科⽬/全学共通 

世界を知ろう! 
スペイン語映画上映会 

¡Un viaje por Perú a 
través de su gastronomía! 

カリキュラム⾔語B連続企画 

主催：全学共通カリキュラム運営センター/スペイン語教育研究室 

全カリ・ニュースレター
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各言語の取り組み紹介

　ドイツ語
ドイツ語教育研究室主任　新野 守広

　多くの移民・難民を迎えた 21世紀のヨーロッパは日々刻々変化しています。EUを担ってきたドイツも、今、変貌
の時を迎えています。こうしたドイツの生の姿を学生に伝えるために、2016 年度と 2017 年度にそれぞれ以下の映
画の上映会を行いました。
・2016 年度『善き人のためのソナタ』
1989 年にベルリンの壁が崩壊し、東西に分断されていたドイツは再び一つになりましたが、分断の傷跡は今でも多
くの人々の心に残っています。冷戦時代の東ドイツでの諜報活動の実態を描いた 2006 年の本映画は、ドイツのみ
ならず、世界中の人々の心を打ち、第 79回アカデミー賞外国語映画賞を受賞しました。
・2017 年度『辛口ソースのハンス一丁』
世代交代の進むトルコ系移民の若い世代が、恋愛・家族・キャリアなどの人生のステップご
とに直面するドイツ社会での生きづらさや複雑さをコメディ・タッチで描いた 2013 年の本
映画は、複数の文化を生きる人々の豊かさを訴えました。
　ドイツ語圏の国々の等身大の姿を伝えられるように、今後も素敵な作品を紹介していこう
と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5 号館 3 階 5301 教室／新座：2 号館 2 階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR
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〔新メンバー紹介〕
総合チームメンバーに就任して
　2 0 2 2年度より全学共通カリキュラム運営センターのメンバーになった 2 名の教員をご紹介します。

  後藤 聡（総合系科目構想・運営チームメンバー／理学部教授）

　任期２年の眞島先生が本年度研究休暇を取られましたので、ピンチヒッターとして総合系科目構想・運営チー
ムメンバーに就任した後藤聡です。１年間になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。

　私は、私立大学研究ブランディング事業の代表者の一人として、その成果を現代心理学部心理学科とともに全
カリのコラボレーション科目として授業展開いたしました（2 0 1 9、2 0年度）。理系科目ということもあり、どの
程度の履修があるか不安でしたが、理学部と現代心理学部以外から2 0 0名を超す履修があり安堵しました。そこで、
生命科学を学んだことのない学生にも興味を持ってもらえるように、基本から分かりやすく解説したところ、と
ても面白かったといううれしい感想が多く聞かれ、開講してよかったと胸をなでおろしました。
　ところで、この授業を通じて現在まだ不足している教育があるかもしれないと感じました。それは、この授業
において、「提示されたデータに基づいて結論を出す」という課題を出したところ、多くの学生がデータを正しく
判断することができていませんでした。社会においてエビデンスベースの思考法というのが重要だと言われてい
ますが、少なくともこの授業の履修者は十分な思考法をもっていないと感じました。理学部ではごく当然のよう
にデータに基づく論理的思考法を実践しています。このような思考法の教育提供のために、理学部が果たせる役
割は小さくはないのではないかと考えております。

  浅妻 章如（総合系科目構想・運営チームメンバー／法学部教授）

　法学部の浅妻章如と申します。野坂昭如のファンだった父がこの名前を付けました。
　2 0 1 6～2 0 1 7年度に全カリ総合チームメンバーとして活動し、2 0 1 8～2 0 1 9年度に全カリ副部長として活動
しておりました。2 0 2 0年度を迎えるに当たり急きょ、法学部法学科長予定の教員に不都合が生じ、かつて学科
長を一年間だけ（通常は二年間）ピンチヒッター的に務めていた私がやはりピンチヒッター的に学科長を務める
こととなり、そのまま2 0 2 0～2 0 2 1年度に法学科長として活動しておりました。その際は（私の都合ではないの
ですが）全カリにご迷惑をおかけしました。みそぎというわけではありませんが、再び今年度、全カリ総合チー
ムメンバーとして活動することになりました。思えば全カリとのお付き合いが随分長くなりました。それはとも
かく、よろしくお願いします。
　法学部では租税法を講義しております。司法試験の選択科目 8 科目中、受験者数が下から 3 番目という不人気
科目です（司法試験の必須科目は 7 科目ですので、単純に数えると 7 + 6 = 1 3番目となりましょうか）。司法試
験レベルでしたら、会計の知識が必須という訳でもありませんし（もちろんあるに越したことはありません）、数
学に関しても四則演算レベルで済むように出題者は気を使っているはずなのですが、さらに、出題範囲が狭く設
定されていることも他科目選択者を含めて知られているのですが、なかなか上手くいかないものです（受験者が
増えたら採点が大変になりますが、そんなことは出題者は考えていないと思います）。法学の中では、前述の会計
＋数学のイメージから、若干とっつきにくい科目と見られているのかもしれません（最も数学を使うのは恐らく
商法なのですけれども）。
　これをお読みの教員の中でも「自分の科目は当学部の中では若干とっつきにくく思われているのかも」とお感
じの方もいらっしゃるかもしれません。しかし、各学部の本流の科目も、若干異端の科目もあってこその、大学
です。法学部でも、本流の法学（就中、民法）をきちんと修得してほしいというだけでなく、他の分野の知見も
踏まえた多角的な視点を学生には獲得してほしいと考えておりますし、それは他学部も同様であろうと思います。
学部科目としてもある程度は他分野の講義を設けていますが、多角的な視点といえばやはり全カリです。その環
境作りにお役に立てればと存じます。
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と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5 号館 3 階 5301 教室／新座：2 号館 2 階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR
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全カリ委員会

役職名 氏 名 所 属

部 長 井川 充雄 社 メ社

副部長 飯島 寛之 済 会

チーム
リーダー

松本 旬子 外C 言語チーム

後藤 雅知 文 史 総合チーム

運営センター 
委員

河野 哲也 文 教 文学部長

藤原 新 済 済 経済学部長

枝元 一之 理 化 理学部長

水上 徹男 社 現文 社会学部長

東條  吉純 法 国ビ 法学部長

松村 公明 観 交 観光学部長

湯澤 直美 福 福 コミュニティ福祉
学部長

山口 和範 営 営 経営学部長

江川 隆男 現 映 現代心理学部長

丸山 千歌 異 異 異文化
コミュニケーション学部長

関 未玲 外C 外国語教育研究
センター長

神橋 一彦 法 法 教務部長

言語系科目構想・運営チーム

役職名 氏 名 所 属 担 当

リーダー 松本 旬子

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

メンバー

三浦 愛香 英語

坂本 真一 ドイツ語

関 未玲 フランス語

松本 旬子 スペイン語

森平 崇文 中国語

佐々木 正徳 朝鮮語

松本 旬子※1 諸言語

総合系科目構想・運営チーム

役職名 氏 名 所 属 担 当

リーダー 後藤 雅知 文 史

メンバー

上田 信 文 史 人文科学

後藤 聡 理 生 自然科学

浅妻 章如 法 国ビ 社会科学

前田 泰樹 社 社 社会科学

石渡 貴之 福 ス スポーツ人間科学

全カリサポーター

氏 名 所 属 グループ※2

学部
選出

林 文孝 文 文 人文科学

米谷 健司 済 会 社会科学

榊原 恵子 理 生 自然科学

高木 恒一 社 現文 社会科学

川島 享祐 法 法 社会科学

大橋 健一
（春学期まで） 観 交

社会科学
千住 一

（秋学期から） 観 交

原田 峻 福 コ政 社会科学

秋野 晶二 営 営 社会科学

山田 哲子 現 心 人文科学

日下部 尚徳
（春学期まで） 異 異

人文科学
石井 正子
（秋学期から） 異 異

安松 幹展 福 ス スポーツ人間科学

総長
任命 佐々木 正徳 外C 社会科学

※2　サポートグループ 人文科学系サポートグループ
社会科学系サポートグループ
自然科学系サポートグループ
スポーツ人間科学系サポートグループ

言語教育研究室

研究室名 氏 名 所 属

英語

主任 三浦 愛香 外C

新多 了 外C

三島 雅一 外C

シュロスブリー
美樹 外C

サンプソン
リチャード J. 外C

マッキロイ タラ 外C

上野 育子 外C

師岡 淳也 異 異

河合 優子 異 異

山口 まり子 異 異

ドイツ語

主任 坂本 真一 外C

新野 守広 異 異

浜崎 桂子 異 異

フランス語
主任 関 未玲 外C

小倉 和子 異 異

スペイン語

主任 松本 旬子 外C

飯島 みどり 異 異

佐藤 邦彦 異 異

中国語 主任 森平 崇文 外C

朝鮮語
主任 佐々木 正徳 外C

イ ヒャンジン
（秋学期から） 異 異

諸言語 主任 松本 旬子※1 外C

※1　言語チームリーダーとの兼務
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